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令和８年５月２６日 

東京学芸大学カリキュラム改革推進本部 

ＩＣＴ関連科目授業運営部会 

 

令和７年度「『教育のためのＣＳ・ＤＳ・ＡＩ関連スキル』学修プログラム」における 

「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リテラシーレベル）」 

自己点検・評価報告書 

 

１．プログラムの概要 

東京学芸大学では、教育の情報化に対応できる教育人材を養成するため、ＩＣＴ関連科目授業

運営部会を実施主体として令和５年度カリキュラムより「『教育のためのＣＳ・ＤＳ・ＡＩ関連スキル』学

修プログラム」を運用している（ＣＳ・・・コンピュータ・サイエンス、ＤＳ・・・データ・サイエンス、ＡＩ・・・

人工知能）。 

上記プログラムのうち、「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リテラシーレベル）」として、

全学生が１年生春学期に「ＡＩ時代の情報」（２単位）、２年生春学期に「教育のためのデータサイエ

ンス」（１単位）を卒業要件上の必修単位として修得することで、現代社会において必要とされる数

理・データサイエンス・ＡＩに関する知識・技術（リテラシーレベル）を活用できる学校教員および教

育支援者を養成する。この必修２科目については、文部科学省が実施する「数理・データサイエン

ス・ＡＩ教育プログラム認定制度」におけるリテラシーレベルの教育プログラムとして、令和７年８月に

認定を受けている。 

また、ＭＤＡＳＨ教育プログラム（リテラシーレベル）とは別に、「ＣＳ・ＤＳ・ＡＩに関連する科目」を

全学共通科目として１３科目開設しており、学生各自が選択し履修することで、さらに「ＩＣＴ活用

力」、「情報教育力」、「ＡＩ・データ活用力」等のスキルを学修することができる。これら選択科目を

修得した場合、教養科目および教育創成科目のそれぞれの履修条件に従って卒業要件単位とし

て計上し、履修条件を超えて修得した場合は自由選択科目として計上する。 

 

 

２．自己点検・評価結果 

（１）プログラムの履修・修得状況 

【ＭＤＡＳＨ教育プログラム（リテラシーレベル）】 

① 「ＡＩ時代の情報」の履修・修得率（１年次必修） 

令和７年度の１年生の履修率はほぼ 100%（1,060 人中 1,059 人が履修）であり、単位修得率

は 96.8%（1,059 人中 1,025 人が合格）であった。 

 

② 「教育のためのデータサイエンス」の履修・修得率（２年次必修） 

令和７年度の２年生の履修率は 99.0%（1,060 人中 1,050 人が履修）であり、単位修得率は

94.9%（1,050 人中 997 人が合格）であった。 

 

③ ＭＤＡＳＨ教育プログラム（リテラシーレベル）の履修・修得率 

ＭＤＡＳＨ教育プログラム（リテラシーレベル）の履修・修得状況として、「ＡＩ時代の情報」およ
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び「教育のためのデータサイエンス」の両方を履修した人数（令和６年度入学生）の割合は

99%（1,060 人中 1,050 人）であった。そのうち両科目を修得した人数の割合は 94.9%（1,050 人

中 997 人）であった。 

 

④ ＭＤＡＳＨ教育プログラム（リテラシーレベル）の修了率 

令和６年度入学生から退学者を除いた 1,058 人のうち、プログラム修了者数は 997 人で、現

在のところ修了率は 94.2%となっている。両科目とも卒業に必要な単位として設定しているため、

令和６年度入学生が卒業する際には、プログラム（リテラシーレベル）修了率は 100%となる。 

 

【ＭＤＡＳＨ教育プログラム（リテラシーレベル）以外】 

 ⑤ＭＤＡＳＨ教育プログラム（リテラシーレベル）以外のＣＳ・ＤＳ・ＡＩ関連科目（１３科目）の

履修・修得状況 

   ＭＤＡＳＨ教育プログラム（リテラシーレベル）以外のＣＳ・ＤＳ・ＡＩ関連科目（１３科目）

における令和６年度入学生の履修状況は、２年間で延べ履修者数は 486 人となっており、そ

のうち実履修者数は355 人、履修率は 33.5%（1,058 人中 355 人）だった。単位修得率は 85.8%

（延べ履修者数 486 人中、417 人が合格）だった。 

   昨年度より履修率が下がっており（令和６年度履修率 42.1%）、引き続き履修率向上の方策

を検討する必要がある。 

 

（２）学生による授業アンケート調査結果および分析結果 

 本プログラムを構成するいずれの科目においても、受講者全員による授業評価アンケートを実 

施しており、令和７年度アンケート調査では以下のとおり調査結果を得た。 

 

【ＭＤＡＳＨ教育プログラム（リテラシーレベル）】 

①「ＡＩ時代の情報」※計２１クラスの合計値により算出 

 質問項目 
とても 

そう思う 
そう思う 

どちらでも 

ない 

あまり 

そう思わない 
思わない 

授業の目標に応じた知識や能力

が身についた。 
24.2% 50.6% 17.3% 6.3% 1.5% 

毎回の授業の目標は明確だっ

た。 
32.9% 52.2% 8.7% 4.3% 1.9% 

授業の進む速さや内容の量は適

切だった。 
20.3% 40.7% 20.1% 16.5% 2.4% 

話し方や資料の提示方法など授

業の実施方法は適切だった。 
31.7% 45.6% 9.5% 11.1% 2.2% 

この授業についてみずから学習

する意欲が高まった。 
12.6% 41.9% 24.1% 15.4% 6.1% 
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②「教育のためのデータサイエンス」※計８クラスの合計値により算出 

 質問項目 
とても 

そう思う 
そう思う 

どちらでも 

ない 

あまり 

そう思わない 
思わない 

授業の目標に応じた知識や能力

が身についた。 
25.1% 60.8% 10.4% 2.7% 1.0% 

毎回の授業の目標は明確だっ

た。 
42.4% 52.3% 3.5% 1.2% 0.6% 

授業の進む速さや内容の量は適

切だった。 
28.6% 50.8% 11.6% 7.8% 1.2% 

話し方や資料の提示方法など授

業の実施方法は適切だった。 
34.8% 53.0% 8.0% 3.7% 0.4% 

この授業についてみずから学習

する意欲が高まった。 
17.5% 53.7% 18.5% 7.9% 2.4% 

 

【ＭＤＡＳＨ教育プログラム（リテラシーレベル）以外】 

③「ＭＤＡＳＨ教育プログラム（リテラシーレベル）以外のＣＳ・ＤＳ・ＡＩ関連科目」 

※１１科目の合計値による算出（奇数年度のみ開講の２科目を除く） 

 質問項目 
とても 

そう思う 
そう思う 

どちらでも 

ない 

あまり 

そう思わない 
思わない 

授業の目標に応じた知識や能力

が身についた。 
41.1% 48.2% 7.6% 2.2% 0.9% 

毎回の授業の目標は明確だっ

た。 
49.3% 46.7% 2.2% 0.9% 0.9% 

授業の進む速さや内容の量は適

切だった。 
42.2% 51.6% 2.7% 2.2% 1.3% 

話し方や資料の提示方法など授

業の実施方法は適切だった。 
44.4% 46.2% 4.9% 1.8% 2.7% 

この授業についてみずから学習

する意欲が高まった。 
33.2% 47.1% 12.1% 5.8% 1.8% 

 

全ての授業において、いずれの項目においても高い評価を得ており、授業をとおして狙ったと

おりの学習成果および学生の高い理解度を得られたと評価できる。 

 

（３）学外からの視点 

①教育プログラム修了者の進路、活躍状況、企業等の評価 

本プログラムは令和５年度入学生から開始したため、令和７年度末時点ではプログラムを修

了して卒業した学生はまだおらず、令和９年３月卒業生が初めてプログラム修了者＝卒業生

となる。 

一方、本学では卒業後の追跡調査を定期的に実施しており、過去の卒業生からは大学生

活の中で身につけておきたかった能力として「ＩＣＴを活用する力」という意見も一定数あった
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ため、プログラム修了者が調査対象となった際は「身につけることができた」と評価されることを

期待するとともに、卒業生の意見を踏まえ、当部会にて引き続き授業改善を検討したい。 

 

②産業界からの視点を含めた教育プログラム内容・手法等への意見 

本学では近接する小金井市・国分寺市・小平市で「東京学芸大学・３市連携ＩＴ活用コンソー

シアム」を形成しており、教育現場におけるニーズを確認した上で、教育人材養成により適し

たプログラムとなるよう反映させていくことを予定している。 

また、データサイエンス分野に関して、さいたま市教育委員会と連携し、先導的教育プログラ

ム研究開発に参画するとともに、一部の教材を教員研修へ提供している。教育現場でのデー

タサイエンスの活用状況や課題を確認しながら、教育人材育成に必要なプログラムになって

いるかどうかを確認し、問題があればブラッシュアップをかけていくことを予定している。 

 

 

３．改善に向けての取り組み 

（１）数理・データサイエンス・ＡＩを「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」を理解させること 

本学では、学生が自身の学習履歴を振り返る仕組みとして「ＴＧＵポートフォリオ」というシステム

を導入しており、その中で必修２科目を修得した学生に対してはプログラムを修了した旨をデジタ

ル・バッジとして表示し、プログラムをとおして得られたスキル等を可視化できるよう工夫している。 

また、「教育のためのデータサイエンス」においては、シミュレータ等を開発し、大規模ハイブリッ

ド講義においても自分でデータを取り分析する学習活動を取り入れ、主体的な学びとなるよう工

夫している。 

加えて、ＡＩを用いたフィードバックを学生一人一人に返し、個人の好みに応じたフィードバック

を返せるよう、プロンプトの選択ができるようにシステムの改修を行い、即時フィードバックを返却

できるように工夫している。これにより、復習を促す効果や学習意欲の向上が観察されている。 

 

（２）内容・水準を維持・向上しつつ、より「分かりやすい」授業とすること 

 令和７年度入学試験より大学入学共通テストにて「情報Ⅰ」が実施され、本学の一般入試では

教育学部全課程において必須としているため、高等学校での「情報Ⅰ」の習得状況を加味した

上で、アンケート調査などを活用し、教授内容や難易度設定を都度見直していくことを検討して

いる。 

また、「ＡＩ時代の情報」「教育のためのデータサイエンス」の教授内容は、先端教育人材育成

推進機構データ駆動型教育・政策推進室において研究も実施しており、その成果をもとに技術

の発展に合わせるなど専門性も担保していく。 


